
平成 24 年度 保存管理計画策定部会について 

 
≪平成２４年度 保存管理計画策定部会≫ 

第１回  ７月３１日 
第２回 １２月１４日 
第３回  ３月 ５日 

 
≪これまでの審議結果≫ 
・ 保存管理計画策定の対象区域   
・ 対象区域内の地区区分      
・ 熊本城に関する現況（諸条件）の整理 
       ①土地利用       
       ②発掘調査の成果    
       ③都市計画       
       ④景観         
       ⑤緑化         
 
≪今後審議を進めていく事項≫ 
・ 地区ごとの歴史的変遷の整理 
・ 構成要素の分類 
   本質的価値を構成する枢要の諸要素 
    重要文化財建造物…保存活用方針決定 

石垣      …悉皆調査後、保存活用方針決定 
堀       …現況調査を実施後、保存活用方針決定 
城道      …現況及び文献等の資料の調査、整理後に保存活用方針決定 
排水構造物   …現況調査を実施後、保存活用方針決定 
地下遺構    …過去の調査状況を整理後、保存活用方針決定 
石造物     …現況調査を実施後、保存活用方針決定 

など 
   本質的価値を構成する枢要の諸要素以外の諸要素 
        
       史跡等の保護に有効な要素 
        復元建造物、文化施設など 
       史跡等の保護に有効でない要素 
        スポーツ施設、民間施設など 
 

要素の整理後に今後の 
各要素の取扱方針を決定 
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